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日本人にとっての〈いたみ〉   
「ドイツ的視点との比較的考察＊一  









有することになる〈いたみ〉をめぐる問題性を提示してみたい。   


























えよう。   






































からこそ， 冒頭に引用したドイツ人記者のルポが伝えている被災者たちがそう  
であったように，われわれ日本人は，たとえ大きな〈いたみ〉に直面している  



















とは，先ず「人間らしい心。人情。思いやり」（9）と説か れている。以上の「情」と  
「なさけ」の関係をみると，両者に意味的に重なり合う部分があることは当然で  
あるが，「情」はまず「欲を主とする感情」の意味があり，その後に「自分の  

















































































いるのは浄瑠璃であり，典型的にはその一つ『寺子屋』であが功。   
上註㈹で紹介したように，この北森の書物が欧米各国語に翻訳・紹介されて  
いるという事実は，日本人のくいたみ〉との対応の仕方が欧米のそれとは異な  








て，…＝・ 「悲」は「痛み」に通じる悲にまで考え直されねばならないことを認  
められたのである（雑誌『中道』，昭和四十二年十月号，曾我量深「往生と成  















示していると解釈できるだろう㈹。．   
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読むのであろう。  
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試みてくれている〈痛点〉とみなしたのである㈹。   
Ⅴ．現代日本における 〈いたみ〉 をめぐる問題点   
















に認めようと呼びかけたことも，当時の世界に強い印象を与えた閉。   
これとは逆に，わが国の場合は，政治的指導者が責任を暖昧化しようとする  
言動をくり返しては，諸外国から批判されているのである。  
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〈いたみ〉を理解することを困難にしているであろう。   
しかし，現代のような国際化が深化し交流が盛んになっている時代こそ，こ  
の困難な理解を成立させる必要性は増しているのである。  
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るのである。   
これに類する事態として，くいたみ〉にまつわる情況には不均衡性が存在する  
ことが明らかであろう。或る〈いたみ〉が生じた責任は確かに自分にあるとい  
うことは分かっているのだが，そのくいたみ〉を自ら克服することができない   
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る。  
＊本稿は，2002年9月初旬にドイツで開催された以下のシンポジウムで招待講演として   
発表したものを基礎として，発表の場が日本であることを考慮しつつ，加筆し再構成   




（2）乃油壷緒川網羅路地針捌励凱血血用如血血裾励周知眈M助ね和知れ郷地叩飢か那加   
antreagmtedeBLYq？aeestaProvincwde畑60〃585），C．14，Nr．2（Erstmalige，kritischeAusgabe   
deseLgenh白ndigenportugiesischenFrois－TextesvonJosefFranzSc旭tteS．］りTokyo1955），S．25ユ．：   
‘BeiunszeigtmanbeimVerlustderHabeundbeimVerbrennenderHausergroJSeTrauer；dieJapaner   
gehen畠uaerlichubera11dasganzleicht，訳文は，ルイス・フロイス（岡田章雄訳注）rヨーロッ  
パ文化と日本文化j（岩波文庫）177頁）を借用。  
（3）新村出（編）F広辞苑」第四版（岩波書店，1991年）の「いたみ」の項による。なお，この辞典   
では「物の損傷」と「物の金銭的損害」を別にしているが，意味的には重なるので，四種の意味  
にまとめて挙げた。  
（4）この場合，本文で私が挙げた語順に，‘schmerz’，‘Leid’，‘verderb’，‘schaden’で表現されること   
が多い。前二者の語においてはくいたみ〉の意味が重なり合う部分もある。  
（5）Leiden＝（・・・に）悩む；（・・・に）耐える，我慢する（GrossesDeutsch－JapanischesW6rterbuch   
（Shogakukan1990）による  
（6）くGeteilterSchmerzisthalberSchmerz〉．なお，この諺は他のヨーロッパ語にも存在する。  
（7）この事実に関する具体例として「擬娩」couvadeという習慣をあげることができるだろう。これ   
は主として“未開”民族に見られるものであるが，「奏の出産の前後に夫が妻同様に，あるいは   
誇張された形で妻の出産の模倣をする習慣。……陣痛から胎児の出産のまねまでする場合もある」   




（9）北原保雄（編）F全訳古語例解辞典j（1992／ト学館）の「なさけ」の項。   
㈹ 中村元他著F岩波仏教辞典』「四苦八苦」の項による。  
（11）以下の文献を参照：「四つの聖なる真理の分析（諦分別経）」（宮本正尊訳）（r原始仏典J五，   
「プッダのことば」Ⅲ（講談社刊）所収）  
（吻 井上清F日本の歴史」（岩波書店，1963年）151－154頁。  
（13）井上清F日本の歴史J（岩波書店，1963年）149頁。   
㈹ 井上清柑本の歴史j（岩波書店，1963年）151頁。  
（1弓）中村元他者F岩波仏教辞典j「末法」の項による。  
（16）例えば，後に掲げることになる特攻隊員上原良司は，その道書の中に「凍れる者久しからずの  
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笹えの通り，若し，この戦に米英が勝ったとしても彼らは必ず敗れる日が来る事を知るでしょう   
…」と記して，上掲の一節を用いている（日本戦没学生記念会編F新編きけわだつみのこえ＝岩   
波書店，2001年］376頁）。  
（17）F神の痛みの神学j（1946年初版刊行）。以下では1972年に講談社より刊行された版によって引用   
する。なお，「この本は現代まで英訳，ドイツ語訳が刊行，さらに1975年（昭50）にはスペイン語   
訳，イタリア語訳も相次いで刊行され，マイケルソン，モルトマン等欧米神学者の注目するとこ   
ろとなっている」（熊澤義宣（F神学j45号（1983年），北森轟蔵教授検献呈論文集）という。）こ   
の内，ドイツ語版は以下のものである：KazoKitamori，7協g∂わg由dg∫5cゐ∽β柁g5C∂〃郎（1972   
Ge）ttingen）．  
（1㊥ F神の痛みの神学」  
（1功 F神の痛みの神学」   
Fすしや」も挙げて，   
ても，つらさはない，  
¢ゆ F神の痛みの神学j  
伽 F神の痛みの神学j  
¢功 この音楽における  
（講談社，1972年）208頁以下。  
207頁以下。北森はここで，ー寺子屋」に加えて「寿賀谷陣屋j，r弁慶上使」，  




〈いたみ〉という点に関する興味深い事実が，いわゆるポピュラーミュー   
ジックの世界にも1970年代までは存在した。欧米の歌がヒットする場合，それはほとんどが哀愁   
を帯びた曲調であって，その曲名も日本語訳では，元曲名とは無関係に「哀愁の…」とされるこ   




糾 例えば，私小説の代表的作家である葛西蓄蔵の代表作F湖畔手記Jの一節に，その典型がみら   
れる。「山も，潤も，温泉も，娘たちも，周囲のすべてが，自分の感興から失せてしまった。や   
はり彼等のすべてもまた，自分の肉親，妻子，おせい，哀しき仲間－それらと同じやうに，結   
局，暗鬱と苦悩を吹込む存在にほかならないのだ。……酒の狂酔，苦痛の自己麻酔剤一自分は   
この二つの，完全な中毒者だ」（岩波文庫F子をつれて 他八篇j（1952年）200頁）。  
（縛 特攻隊員上原良司の文章：「特攻隊貞となりて／予め期するところ，死所を待たるを書こぶ。選   
ばれて今日の晴れの光栄を受く。淡々たる気持ちは何の変化もなし。勿論，思想上においても変   
りなし。生きて尽くすも大した奉公はできぬ。死して日本を守るのだ。／悠久の大義に生きると   
か，そんなことはどうでも良い。あくまで日本を愛する。祖国のために独立自由のため闘うのだ。  
／天国における再会，死はその道程にすぎない。愛する日本，そして愛する捨子ちゃん」（日本戦   
没学生記念会編F新編きけわだつみのこえ」［岩波書店，2001年］374頁）。  
囲 上掲の北森は，その所論において，彼のいう「つらさ」との関係で特攻隊について明言してい   
るわけではないが，彼の以下のような記述には，特攻隊を典型とする第二次世界大戦下の日本人   
の〈いたみ〉の経験が意識されているにちがいない。「我々が生きている今日は，最も優勢なる   
意味において「死の時代」であり「痛みの時代」である。私の服には，今日世界は大空の下に横   
たわっているのではなく，痛みの下に横たわっているものとして映ずる。「人生二十五年」という   
言葉を生んだ今日を「死の時代」と呼ばずしていつの日を，しか呼ぼうか」（F神の痛みの神学』   
210頁）。  
卵 F荒れ野の40年－ウアイツゼッカー大統領演説全文1985年5月8削岩波ブックレット（永井清   
彦訳）。   
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囲 広島および長崎における例年の原爆記念日について報じる日本国内ニュースでは，例外なく  
「アメリカ」という原爆投下の主体が省略されている。以下に，20掴年8月の例を二件挙げてみ   
る。朝日新聞の記事リード文：「被爆59年となる「原爆の日」の6臥広島市中区の平和記念公園   
で「原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式」（平和記念式）が開かれ，約4万5千人が参列した。   
秋葉忠利市長は平和宣言で，小型核兵器の研究を再開した米国や，テロが経えない世界の動きに   
懸念を表明。被爆60年の来夏までを，核兵器のない世界の実現に向けた「記憶と行動の一年とす   
る」と宣誓した」。読売新聞の記事リード文：「59回目の夏を迎えた6日，広島市の平和記念公園   
は犠牲者への追悼と平和の願いに包まれた。慰霊碑に水をささげ，水を飲みたいと亡くなった人   
たちをしのぶ行事を，被爆3世の若者に譲った被爆女性，義弟の遺骨を捜し出した遺族，新たな   
創作を試みる被爆2世……。それぞれの胸に刻み込まれた「8・6」の記憶。「平和の願いを引   
き継ぎたい」。高齢化が進む被爆者だけではなく，世代や国境を超えた人々の思いは，「被爆60年」   
に向かう」。このような投下主体の省略は敗戦後の報道機関の政治的配慮から始まった表現であ   
るにしても，それから50年以上を経た今日もなお使用されているということは，日本人にとって   
このような表現が違和感を生むものではないことを示しているであろう。しかし外国でこの記念   
日が報道される場合に，米国という投下主体が省略されることはない。例えばドイツのDeutsche   
Weueの昨2M年8月6日のインターネット版の記事：「日本の広島では市民が弱年前の世界長   
初の原爆投下を想い起こした。米軍機による原爆投下の時刻には市内全体に鐘とサイレンの音が   
鳴り響いた。式典の際には数千羽の白いハトが空に舞い上がった。秋葉忠利市長は米国が核兵器   
の開発を続けていることを非難して，これは弁明の余地のないことだと述べた。1945年8月6   
日，米国は初めて原爆を使用しキ。広島ではこれによって16万人以上が殺されるか負傷した0三   
日後には長崎で第二の原爆の爆発により約7万人が死亡した。1945年8月15日の日本占領をもっ   
て第二次世界大戦は終了したのである」（下線は引用者，訳文も引用者）。  
囲 ShogakukanRandomHauseEngllShrJapaneseDictionary（Tokyo1983）の‘moss’の項によるo  
鋤 新村出（編）r広辞苑j第四版（岩波書店，1991年）の「なさけ」の項による。  
糾 この二つの意味のいずれだと思うかと，筆者が学生たちに教室で質問してみると，後者の意味   
だと考えている者の方が多い。  
㈲ 森喜郎首相は，「新生日本の建設には，様々な困難や痛みも伴いますが，私は国民の皆様の御理   
解をいただき，痛みを分かち合い，手を携えて進んでまいる決意であります」と2000年7月器日の   
第149回国会所信表明演説で述べた。これに対して，森内閣の跡を襲った小泉純一郎首相は，興味   
深いことに，「痛みを恐れず，既得権益の壁にひるまず，過去の経験にとらわれず，「恐れず，ひ   
るまず，とらわれず」の姿勢を貫き，二十一世紀にふさわしい経済・社会システムを確立してい   
きたいと考えております」と述べたあと，「今の痛みに耐えて明日を良くしようという「米百俵の   
精神」こそ，改革を進めようとする今日の我々に必要ではないでしょうか」と，第151回国会所信   
表明演説を締めくくったのである。ここには，二人の首相の施政方針の違いのみならず，短期間   
での日本社会のくいたみ〉に対する意識変化も反映されているのではないだろうか（強調はいず   
れも引用者。引用元はいずれもWEB上の「首相官邸」HP）。  
幽 ちなみに，これに関する視点として，北森嘉蔵は上掲F神の痛みの神学」131頁において，以下   
のように記している。「痛みの倫理は神の痛みによってのみ実現可能となる。痛みの中にある隣人   
に村して我々が自己の痛みと同じ切実さをもって愛を注ぎ得るのは，その隣人と我々自身とを共   
に含めて神の痛みの中に措定する時である。即ち「キリストに於ける一つの体」（エペソ審三・六   
参照）となる時である。隣人に対する我々の愛ほ，神がその隣人を愛してい給う愛に我々が従い   
歩む時に始めて，真実なるものとなるのである。痛める隣人が神の痛みの中に含まれており，  
19   
20  文化論集第25号   
我々もまた神の痛みの中に含まれておるが故に，神の痛みにおいて隣人と我々とは一つに連な   
り，隣人の痛みは我々自身の痛みと同様の切実さをもって感じ得られるのである」。  
朗 新村出（編）F広辞苑J第四版（1992年岩波書店）の「とぶらう」の項  
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